
令
和
八
（
二
〇
二
六
）
年
度 

津
市
立
三
重
短
期
大
学
学
校
推
薦
型
選
抜
入
学
試
験
問
題
（
小
論
文
） 

 
 次

の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 出

典
： 

佐
倉
統 

『
科
学
と
は
な
に
か 

新
し
い
科
学
論
、
い
ま
必
要
な
三
つ
の
視
点
』 

講
談
社
、
二
〇
二
〇
年
。
一
部
改
変
あ
り
。 

      
 

【
設
問
】 

 

問
題
一 

著
者
が
傍
線
部
①
の
よ
う
に
考
え
る
理
由
に
つ
い
て
、
七
〇
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
題
二 

傍
線
部
②
の
よ
う
な
実
験
を
行
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
五
〇
字
程
度
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
題
三 

学
ん
だ
知
識
を
使
う
際
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
四
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。
た
だ
し
、
以
下
の
二
つ
の
語
句
を
必
ず
使
う

こ
と
。  

自
然
主
義
の
誤
謬
、 

誘
惑
幻
惑
効
果 


